
Cisco Prime Infrastructure によるメッシュア
クセスポイントの管理

Cisco Prime Infrastructureは、企業全体のWLANシステム管理を行う最適なプラットフォームで
す。CiscoWCSは、メッシュを仮想化およびコントロールするための広範囲のツールを提供しま
す。これらは、信号対雑音比のヒストグラム、メッシュの詳細情報、メッシュアクセスポイン

トのネイバーおよびリンク情報、7日間の一時リンク情報、および電波干渉を特定し避けるツー
ルなどを含みます。

この項では、次の Prime Infrastructureモニタリング機能について説明します。

•マップを使用したメッシュネットワークのモニタリング

•メッシュアクセスポイントの状態のモニタリング

•メッシュアクセスポイントのメッシュ統計情報の表示

•メッシュネットワーク階層の表示

•メッシュフィルタを使用したマップ画面およびメッシュリンクの修正

• Cisco Prime Infrastructureによるキャンパスマップ、屋外領域およびビルディングの追加, 2
ページ

• Cisco Prime Infrastructureによるマップへのメッシュアクセスポイントの追加, 5 ページ

• Google Earthを使用したメッシュアクセスポイントのモニタリング, 6 ページ

• Cisco Prime Infrastructureへの屋内メッシュアクセスポイントの追加, 10 ページ

• Cisco Prime Infrastructureによるメッシュアクセスポイントの管理, 11 ページ

• ワークグループブリッジのモニタリング, 27 ページ

• APの [Last Reboot Reason]の表示, 34 ページ
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Cisco Prime Infrastructure によるキャンパスマップ、屋外
領域およびビルディングの追加

メッシュネットワークを設定するには、次の順序でマップおよびマップ上のアイテム（ビルディ

ングおよびメッシュアクセスポイント）を Cisco Prime Infrastructureに追加します。

ステップ 1 キャンパスマップを追加します。

ステップ 2 屋外領域マップを追加します。

ステップ 3 ビルディングを追加します。

ステップ 4 メッシュアクセスポイントを追加します。

これらのマップおよびコンポーネントを追加する詳細な手順を次に示します。

キャンパスマップの追加

単一のキャンパスマップを Cisco Prime Infrastructureデータベースに追加するには、次の手順を実
行します。

ステップ 1 マップを .PNG、.JPG、.JPEG、または .GIF形式で保存します。
マップは任意のサイズにできます。これは、Prime Infrastructureが作業領域に適合するようマッ
プを自動的にサイズ変更するためです。

（注）

ステップ 2 ファイルシステムの任意の場所にあるマップを参照して、インポートします。

ステップ 3 [Monitor] > [Maps]を選択して、[Maps]ページを表示します。

ステップ 4 [Select a command]ドロップダウンリストから [New Campus]を選択し、[GO]をクリックします。

ステップ 5 [Maps > New Campus]ページで、キャンパス名とキャンパス問い合わせ先の名前を入力します。

ステップ 6 キャンパスマップが含まれているイメージファイル名を参照および選択してから、[Open]をクリックし
ます。

ステップ 7 [MaintainAspectRatio]チェックボックスをオンにして、Prime Infrastructureでマップのサイズが変更された
ときに、縦横比が変わらないようにします。

ステップ 8 マップの水平方向スパンと垂直方向スパンをフィート単位で入力します。

水平方向スパンと垂直方向スパンは、キャンパスに追加するビルディングやフロア図面よりも

大きい値にする必要があります。

（注）
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ステップ 9 [OK]をクリックして、このキャンパスマップを Prime Infrastructureデータベースに追加します。Prime
Infrastructureに、データベース内のマップ、マップの種類、およびキャンパスのステータスの一覧を含む
[Maps]ページが表示されます。

屋外領域の追加

屋外領域をキャンパスマップに追加するには、次の手順を実行します。

屋外領域マップがデータベース内にあるかどうかに関係なく、屋外領域を Cisco Prime
Infrastructureデータベース内のキャンパスマップに追加することができます。

（注）

ステップ 1 屋外領域のマップをデータベースに追加する場合は、マップを .PNG、.JPG、.JPEG、または .GIF形式で
保存します。ファイルシステムの特定の場所にあるマップを参照して、インポートします。

屋外領域を追加するのにマップは必要ありません。屋外領域をデータベースに追加するため、

領域の寸法を定義する必要があるだけです。Cisco Prime Infrastructureでは、作業領域に合わせ
てマップのサイズが自動的に調整されるため、マップは任意のサイズにすることができます。

（注）

ステップ 2 [Monitor] > [Maps]を選択して、[Maps]ページを表示します。

ステップ 3 目的のキャンパスをクリックします。Cisco Prime Infrastructureによって、[Maps > Campus Name]ページが
表示されます。

ステップ 4 [Select a Command]ドロップダウンリストから [New Outdoor Area]を選択し、[GO]をクリックします。

ステップ 5 [Campus Name > New Outdoor Area]ページで、管理可能な屋外領域を作成する手順は、次のとおりです。
a) 屋外領域名を入力します。
b) 屋外領域問い合わせ先の名前を入力します。
c) 必要に応じて、屋外領域マップのファイル名を入力または参照します。
d) 屋外領域のおおまかな水平方向スパンと垂直方向スパン（マップ上の幅と奥行き）をフィート単位で
入力します。

Ctrlキーを押した状態でクリックすることで、キャンパスマップの左上隅にある境界領域の
サイズを変更することもできます。境界領域のサイズを変更すると、屋外領域の水平方向ス

パンおよび垂直方向スパンのパラメータも操作に応じて変わります。

ヒント

e) [Place]をクリックして、屋外領域をキャンパスマップ上に配置します。CiscoPrime Infrastructureでは、
キャンパスマップのサイズに合わせてサイズ変更された屋外領域の四角形が作成されます。

f) 屋外領域の四角形をクリックして、キャンパスマップ上の目的の位置までドラッグします。
g) [Save]をクリックして、この屋外領域とキャンパス上の位置をデータベースに保存します。CiscoPrime

Infrastructureでは、キャンパスマップ上の屋外領域の四角形の中に屋外領域名が保存されます。
屋外領域には、該当する [Map]ページに移動するためのハイパーリンクが関連付けられま
す。

（注）
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ステップ 6 [Save]をクリックします。

キャンパスマップへのビルディングの追加

キャンパスマップをデータベースに追加したことがあるかどうかに関係なく、ビルディングを

CiscoPrime Infrastructureデータベースに追加できます。ここでは、ビルディングをキャンパスマッ
プに追加する方法、または独立したビルディング（キャンパスの一部ではないビルディング）を

Prime Infrastructureデータベースに追加する方法を説明します。

PrimeInfrastructureデータベース内のキャンパスマップにビルディングを追加するには、次の手順
を実行します。

ステップ 1 [Monitor] > [Maps]を選択して、[Maps]ページを表示します。

ステップ 2 目的のキャンパスをクリックします。Cisco Prime Infrastructureによって、[Maps] > [Campus Name]ページ
が表示されます。

ステップ 3 [Select a command]ドロップダウンリストから、[New Building]を選択し、[Go]をクリックします。

ステップ 4 [Campus Name > New Building]ページで、関連するフロア図面マップを整理するために架空のビルディン
グを作成する手順は、次のとおりです。

a) ビルディング名を入力します。
b) ビルディング問い合わせ先の名前を入力します。
c) 地上のフロア数と地下のフロア数を入力します。
d) ビルディングのおおまかな水平方向スパンと垂直方向スパン（マップ上の幅と奥行き）をフィート単
位で入力します。

ヒント水平方向スパンと垂直方向スパンは、後から追加するフロアのサイズと等しいかそれより大き

くする必要があります。Ctrlキーを押した状態でクリックすることで、キャンパスマップの左上にあ
る境界領域のサイズを変更できます。境界領域のサイズを変更すると、ビルディングの水平方向スパ

ンおよび垂直方向スパンのパラメータも操作に応じて変わります。

e) [Place]をクリックして、ビルディングをキャンパスマップ上に配置します。Cisco Prime Infrastructure
では、キャンパスマップのサイズに合わせてサイズ変更されたビルディングの四角形が作成されます。

f) ビルディングの四角形をクリックして、キャンパスマップ上の目的の位置までドラッグします。
新しいビルディングを追加した後で、このビルディングをあるキャンパスから別のキャンパ

スに移動するときも、ビルディングを再作成する必要はありません。

（注）

g) [Save]をクリックして、このビルディングとキャンパス上の位置をデータベースに保存します。Cisco
Prime Infrastructureでは、キャンパスマップ上のビルディングの四角形の中にビルディング名が保存さ
れます。

ビルディングには、該当する [Map]ページに移動するためのハイパーリンクが関連付けられ
ます。

（注）
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ステップ 5 [Save]をクリックします。

Cisco Prime Infrastructure によるマップへのメッシュアク
セスポイントの追加

.PNG、.JPG、.JPEG、または .GIF形式のフロア図面と屋外領域のマップをCisco Prime Infrastructure
データベースに追加した後に、メッシュアクセスポイントアイコンをマップ上に配置して、ビ

ルディング内の設定位置を示すことができます。

メッシュアクセスポイントをフロア図面と屋外領域のマップに追加する手順は、次のとおりで

す。

ステップ 1 [General]タブの [Coverage Areas]コンポーネントで、目的のフロア図面または屋外領域のマップをクリッ
クします。Cisco Prime Infrastructureに、アソシエートされたカバレッジ領域マップが表示されます。

ステップ 2 [Select a command]ドロップダウンリストから、[Add Access Points]を選択し、[GO]をクリックします。

ステップ 3 [Add Access Points]ページで、マップに追加するメッシュアクセスポイントを選択します。

ステップ 4 [OK]をクリックして、メッシュアクセスポイントをマップに追加し、[Position Access Points]マップを表
示します。

メッシュアクセスポイントアイコンがマップの左上の領域に表示されま

す。

（注）

ステップ 5 アイコンをクリックしてドラッグし、物理位置を示します。

ステップ 6 各アイコンをクリックして、サイドバーでアンテナの方向を選択します。

図 1：アンテナサイドバー
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アンテナの角度は、マップの X軸に対して相対的です。X（水平）座標および Y（垂直）座標の原点は
マップの左上の角であるため、0度はメッシュアクセスポイントの Side Aを右に、90度は Side Aを下
に、180度は Side Aを左に向けることになります。アンテナの Elevation（垂直面）は、最大 90度までア
ンテナを垂直（上下）に移動するために使用されます。

各メッシュアクセスポイントがマップ上の正しい位置に設置されていること、またアンテナの方向が正

しいことを確認します。マップを使用してカバレッジホールや不正アクセスポイントを発見するときは、

正確なメッシュアクセスポイントの位置決めが重要です。

アンテナの Elevation（垂直面）および方向パターンの詳細については、次のWebサイトを参照してくだ
さい。

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/wireless/ps469/tsd_products_support_series_home.html

ステップ 7 [Save]をクリックして、メッシュアクセスポイントの位置と方向を保存します。Cisco Prime Infrastructure
によって、カバレッジ領域のRF予測が計算されます。このRF予測は、カバレッジ領域マップ上のRF信
号の相対強度を示しているため、一般的には「ヒートマップ」として知られています。

この表示は、乾式壁や金属の物体など、さまざまな建築資材の減退は考慮されていないため、

実際の RF信号の強度の近似値に過ぎません。また、RF信号が障害物に反射する影響も表示さ
れていません。

（注）

Google Earth を使用したメッシュアクセスポイントのモ
ニタリング

Cisco Prime Infrastructureでは、 Google Earth Map Plusと Google Earth Map Proの両方がサポートさ
れ、メッシュアクセスポイントおよびそのリンクがあれば表示されます。

Cisco Prime Infrastructure からの Google Earth の起動
Cisco Prime Infrastructureでは、Google Earth Map Plusと Google Earth Map Proの両方がサポートさ
れ、メッシュアクセスポイントおよびそのリンクがあれば表示されます。

Google Earthマップを起動する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 Google Earth Plusまたは Google Earth Proを起動し、新しいフォルダを追加します。

ステップ 2 Google Earth Plusまたは Google Earth Proにメッシュアクセスポイントの目印を作成します。
Prime Infrastructureによってメッシュアクセスポイントが正しく認識されるように、目印を作成
する際はメッシュアクセスポイントの正確な名前を使用する必要があります。

（注）
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ステップ 3 新しいフォルダにメッシュアクセスポイントの目印を配置します。.KMLファイル形式でフォルダを保存
します。

ステップ 4 Prime Infrastructureで、[Monitor] > [Google Earth Maps]を選択します。[Select a command]ドロップダウン
リストから、[Import Google KML]を選択します。

ステップ 5 新しい Google KMLフォルダをインポートします。フォルダ名の概要が表示されます。

図 2：Google Earth への新しいフォルダのインポート

ステップ 6 新しいフォルダの隣にある起動アイコンをクリックして、Prime InfrastructureからGoogle Earthマップを起
動します。

Google Earth マップの表示
Google Earthマップを使用して、キャンパスマップ、メッシュアクセスポイントおよびリンク情
報を表示できます。

Google Earthマップを表示する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 Cisco Prime Infrastructureにログオンします。

ステップ 2 [Monitor] > [Google Earth Maps]の順に選択します。[Google Earth Maps]ページが開き、すべてのフォルダ
と、各フォルダに含まれるメッシュアクセスポイントの数が表示されます。

ステップ 3 表示するマップの [Launch]をクリックします。Google Earthが別ウィンドウでオープンし、ロケーション
およびそのメッシュアクセスポイントが表示されます。
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この機能を使用するには、コンピュータにGoogle Earthをインストールし、サーバからデータを
受け取った時点で自動的に起動するように設定しておく必要があります。Google EarthはGoogle
のWebサイトからダウンロードできます。

図 3：[Google Earth Map] ページ

（注）

ステップ 4 表示するマップの [Launch]をクリックします。Google Earthが別ウィンドウでオープンし、ロケーション
およびそのメッシュアクセスポイントが表示されます。
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この機能を使用するには、コンピュータにGoogle Earthをインストールし、サーバからデータを
受け取った時点で自動的に起動するように設定しておく必要があります。Google EarthはGoogle
のWebサイトからダウンロードできます。

図 4：Google Earth Map におけるメッシュアクセスポイントの詳細

図 5：Google Earth Map におけるメッシュリンクの詳細

（注）
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Google Earth Mapフォルダの詳細を表示する手順は、以下のとおりです。

ステップ 5 [Google Earth Map]ページで、目的のフォルダの名前をクリックして、そのフォルダの詳細ページを開き
ます。[Google Earth Details]ページには、メッシュアクセスポイントの名前とMACアドレスまたは IPア
ドレスが表示されます。

メッシュアクセスポイントを削除するには、該当するチェックボックスをオンにして、[Delete]
をクリックします。フォルダ全体を削除するには、[Folder Name]の隣のチェックボックスをオ
ンにして、[Delete]をクリックします。フォルダを削除すると、そのフォルダ内のすべてのサブ
フォルダとメッシュアクセスポイントが削除されます。

（注）

ステップ 6 [Cancel]をクリックして、詳細ページを閉じます。

Cisco Prime Infrastructure への屋内メッシュアクセスポイ
ントの追加

屋内アクセスポイントをブリッジモードに直接設定して、これらのアクセスポイントをメッシュアクセ

スポイントとして直接使用できます。それらの屋内アクセスポイントがローカルモード（非メッシュ）

になっている場合は、それらのアクセスポイントをコントローラに接続し、ラジオの役割をブリッジモー

ド（メッシュ）に変更する必要があります。このタスクは、特に、配置しているアクセスポイントの数が

多い場合、アクセスポイントがすでに従来の非メッシュワイヤレスカバレッジ用にローカルモードで配

置されている場合、面倒になることがあります。

ローカルモードのメッシュアクセスポイントの場合、メッシュをインストールする前に、まずすべての

屋内メッシュアクセスポイントをコントローラに接続し、モードとブリッジモードに変更する必要があ

ります。

そのためには、すべての屋内アクセスポイントを管理 IPアドレスと同じサブネット上のレイヤ 3ネット
ワークに接続します。

屋内メッシュアクセスポイントのMACアドレスをコントローラのMACフィルタリストに追加します。
すべての屋内アクセスポイントがローカルモードでコントローラに接続されます。
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その後、コントローラでそれぞれの屋内アクセスポイントをローカルモードからブリッジモードに変更

できます。

図 6：[All APs] > [AP Details Controller] ページ

コントローラ上で屋内アクセスポイントをブリッジモードに変更したあと、これらの屋内メッシュアク

セスポイントを Prime Infrastructureに追加します。

最初に、Prime Infrastructureから屋内メッシュアクセスポイントをブリッジモードに設定することはでき
ません。

Cisco Prime Infrastructure によるメッシュアクセスポイン
トの管理

Cisco Prime Infrastructureは、企業全体のWLANシステム管理を行う最適なプラットフォームで
す。Cisco WCSは、メッシュを仮想化およびコントロールするための広範囲のツールを提供しま
す。これらは、信号対雑音比のヒストグラム、メッシュの詳細情報、メッシュアクセスポイント

のネイバーおよびリンク情報、7日間の一時リンク情報、および電波干渉を特定し避けるツール
などを含みます。

この項では、次の Prime Infrastructureモニタリング機能について説明します。

•マップを使用したメッシュネットワークのモニタリング

•メッシュアクセスポイントの状態のモニタリング

•メッシュアクセスポイントのメッシュ統計情報の表示

•メッシュネットワーク階層の表示

•メッシュフィルタを使用したマップ画面およびメッシュリンクの修正
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マップを使用したメッシュネットワークのモニタリング

Cisco Prime Infrastructureのメッシュネットワークマップから、次の要素の詳細にアクセスして表
示することができます。

• Mesh Link Statistics

•メッシュアクセスポイント

•メッシュアクセスポイントネイバー

この情報へのアクセス方法とこれらの各項目に対して表示された情報の詳細は、次の項に説明さ

れています。

マップを使用したメッシュリンクの統計のモニタリング

特定のメッシュネットワークリンクの SNR、そのリンク上で送受信されたパケットの数を表示
し、[Monitor > Maps]画面からリンクテストを開始できます。

2つのメッシュアクセスポイント間またはメッシュアクセスポイントとルートアクセスポイン
ト間の特定のメッシュリンクに関する詳細を表示するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 Cisco Prime Infrastructureで、[Monitor] > [Maps]を選択します。

ステップ 2 モニタする屋外領域、キャンパス、ビルディングまたはフロアに対応する [MapName]をクリックします。

ステップ 3 カーソルを目的のリンクに対するリンク矢印上に移動します。[Mesh Link]ページが表示されます。
マップ上にリンクを表示するには、[Layers]ドロップダウンリスト下の [APMesh Info]チェック
ボックスをオンにする必要があります。

（注）

ステップ 4 [Link Test]、[Child to Parent]または [Link Test]、[Parent to Child]のいずれかをクリックします。リンクテ
ストが完了すると、結果のページが表示されます。

リンクテストは 30秒間稼働しま
す。

（注）

リンクテストを両方のリンク（子対親と親対子）に同時に実行できませ

ん。

（注）

ステップ 5 SNR統計をある期間にわたってグラフィカルに表示するには、リンク上の矢印をクリックします。複数の
SNRグラフを含むページが表示されます。

表示されるリンクのグラフは、次のとおりです。

• [SNR Up]：メッシュアクセスポイントの視点からのネイバーの RSSI値を描画します。

• [SNRDown]：ネイバーがメッシュアクセスポイントへレポートするRSSI値を描画します。

• [Link SNR]：SNR Up値に基づく重み付けされフィルタ処理された測定を描画します。
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• [Adjusted Link Metric]：ルートメッシュアクセスポイントへの最小コストのパスを決定する
ために使用された値を描画します。この値により、簡単に屋上アクセスポイントに到達して

ホップカウントを明らかにできます。この値が低くなるほど、パスは使用されにくくなりま

す。

• [Unadjusted Link Metric]：ホップカウントによって未調整のルートアクセスポイントに到達
する最小コストのパスを描画します。未調整のリンクの値が高いほど、パスが効果的である

ことを示します。

マップを使用したメッシュアクセスポイントのモニタリング

メッシュネットワークマップから、次のメッシュアクセスポイントの概要を表示することがで

きます。

•親

•子の数

•ホップカウント

•ロール

•グループ名

•バックホールインターフェイス

•データレート

•チャネル

この情報は、すべてのメッシュアクセスポイントに表示される情報に追加さ

れたものです（MACアドレス、メッシュアクセスポイントモデル、コント
ローラ IPアドレス、位置、メッシュアクセスポイントの高さ、メッシュア
クセスポイントのアップタイム、および CAPWAPアップタイム）。

（注）
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メッシュアクセスポイントの設定情報の概要と詳細をメッシュネットワークマップから表示す

るには、次の手順を実行します。

ステップ 1 Cisco Prime Infrastructureの GUIで、[Monitor] > [Maps]を選択します。

ステップ 2 モニタするメッシュアクセスポイントの屋外領域、キャンパス、ビルディングまたはフロアに対応する

[Map Name]をクリックします。

ステップ 3 メッシュアクセスポイントの設定情報の概要を表示するには、カーソルをモニタするメッシュアクセス

ポイント上に移動します。選択したメッシュアクセスポイントの設定情報が記載されたページが表示さ

れます。

ステップ 4 メッシュアクセスポイントの詳細な設定情報を表示するには、メッシュアクセスポイントラベルの矢印

部分をクリックします。メッシュアクセスポイントの設定の詳細が表示されます。

メッシュアクセスポイントに IPアドレスがある場合には、メッシュアクセスポイントパネル
の下部に [Run Ping Test]リンクも表示されます。

（注）

ステップ 5 [Access Point]設定ページで次の手順に従って、メッシュアクセスポイントの設定の詳細を表示します。
a) [General]タブを選択し、AP名、MACアドレス、APのアップタイム、アソシエートされているコン
トローラ（登録済みおよびプライマリ）の動作ステータス、ソフトウェアバージョンなど、メッシュ

アクセスポイントの全般的な設定を表示します。

メッシュアクセスポイントのソフトウェアバージョンには、mの文字とmeshという単語を
カッコで囲んだものが付加されます。

（注）

b) [Interface]タブを選択し、メッシュアクセスポイントでサポートされるインターフェイスの設定詳細
を表示します。インターフェイスのオプションは無線とイーサネットです。

c) [Mesh Links]タブを選択し、メッシュアクセスポイントの親およびネイバーの詳細（名前、MACアド
レス、パケットエラー率、およびリンク詳細）を表示します。このパネルからリンクテストを開始す

ることもできます。

d) [Mesh Statistics]タブを選択し、メッシュアクセスポイントのブリッジ、キュー、およびセキュリティ
の統計に関する詳細を表示します。メッシュ統計情報の詳細については、「メッシュアクセスポイン

トのメッシュ統計情報の表示」の項を参照してください。
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マップを使用したメッシュアクセスポイントネイバーのモニタリング

メッシュアクセスポイントのネイバーの詳細をメッシュネットワークマップから表示する手順

は、次のとおりです。

ステップ 1 [Monitor] > [Maps]を選択します。

ステップ 2 モニタする屋外領域、キャンパス、ビルディングまたはフロアに対応する [MapName]をクリックします。

ステップ 3 メッシュアクセスポイントのメッシュリンクに関する詳細を表示するには、アクセスポイントラベルの

矢印部分をクリックします。[Access Point]画面が表示されます。

ステップ 4 [Mesh Links]タブをクリックします。
マップ上のメッシュアクセスポイントの上にマウスを置いたときに表示されるメッシュアクセ

スポイントの設定概要パネルで、[View Mesh Neighbors]リンクをクリックすることにより、選
択したメッシュアクセスポイントのネイバーのメッシュリンク詳細を表示することもできま

す。

（注）

信号対雑音比（SNR）は、[View Mesh Neighbors]パネルにだけ表示されま
す。

（注）

表示されたパネルには現在および過去のネイバーの一覧に加えて、選択したメッシュアクセス

ポイント、ネイバーメッシュアクセスポイント、および子メッシュアクセスポイントを特定

するためのラベルが、メッシュアクセスポイントマップのアイコンに表示されます。選択した

メッシュアクセスポイントの [clear]リンクを選択して、マップから関係を示すラベルを削除し
ます。

（注）

メッシュネイバーページの上部にあるドロップダウンリストには、表示されたマップの解像度

（100 %）と表示された情報の更新間隔（5分）が示されます。これらのデフォルト値は変更す
ることができます。

（注）

メッシュアクセスポイントの状態のモニタリング

[MeshHealth]では、特に記載されている場合を除き、屋外および屋内メッシュアクセスポイント
の全体的な状況をモニタします。この環境情報の追跡は、屋外に配置されたメッシュアクセスポ

イントの場合、特に重要です。次のようなファクタがモニタされます。

•温度：メッシュアクセスポイントの内部温度（華氏と摂氏）を表示します（AP1500のみ）。

•ヒーターステータス：ヒーターのオン/オフを表示します（AP1500のみ）。

• APアップタイム：メッシュアクセスポイントがアクティブで送受信できる状態になってい
る時間を表示します。

• CAPWAP接続確立時間：CAPWAP接続の確立に要した時間を表示します。

• CAPWAPアップタイム：CAPWAP接続がアクティブになっている時間を表示します。
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Mesh Health情報は、メッシュアクセスポイントの [General Properties]パネルに表示されます。

特定のメッシュアクセスポイントのMesh Healthの詳細を表示する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 [Monitor] > [Access Points]の順に選択します。アクセスポイントの一覧が表示されます
[New Search]ボタンを使用しても、下図のメッシュアクセスポイントの概要を表示できます。
[New Search]オプションを使用すると、表示されるアクセスポイントの基準をさらに定義でき
ます。検索の基準は、AP Type、AP Mode、Radio Type、および 802.11n Supportです。

（注）

ステップ 2 [AP Name]リンクをクリックして、メッシュアクセスポイントの詳細を表示します。そのメッシュアク
セスポイントの [General Properties]パネルが表示されます。

Cisco Prime Infrastructureマップページからも、メッシュアクセスポイントの [General Properties]
パネルにアクセスできます。パネルを表示するには、メッシュアクセスポイントラベルの矢

印部分をクリックします。タブ付きのパネルが表示され、選択したアクセスポイントの[General
Properties]パネルが表示されます。

（注）

表内の列の追加、削除、並べ替えを行うには、[Edit View]リンクをクリックします。表 1：モニ
タアクセスポイントの追加検索結果パラメータ, （16ページ）は、[Edit View]ページで使用で
きるオプションのアクセスポイントのパラメータを示しています。

表 1：モニタアクセスポイントの追加検索結果パラメータ

オプションカラム

アクセスポイントの種類を示します（Unifiedまたは
Autonomous）。

AP Type

アンテナの水平方向の角度を示します。Antenna Azim.Angle

アンテナダイバーシティがイネーブルであるかディセーブルで

あるかを示します。アンテナダイバーシティは、適切なアンテ

ナを選択するためにアクセスポイントが 2つの統合アンテナ
ポートから無線信号をサンプリングすることをいいます。

Antenna Diversity

アンテナの垂直方向の角度を示します。Antenna Elev.Angle

無線ネットワークアダプタに接続される指向性アンテナのピー

クゲイン（dBi）、および全方向性アンテナの平均ゲイン（dBi）
を示します。ゲインは 0.5dBiの倍数で表します。整数値 4は、
4 x 0.5 = 2dBmのゲインであることを意味します。

Antenna Gain
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オプションカラム

全方向性、指向性、または不適切などのアンテナモードを示し

ます。

Antenna Mode

アンテナの名前または種類を示します。Antenna Name

内部アンテナか、外部アンテナかを示します。Antenna Type

次の監査ステータスのいずれかを示します。

• [Mismatch]：最新の監査で、Cisco Prime Infrastructureとコ
ントローラ間の設定の相違が検出された。

• [Identical]：最新の監査で、設定の相違は検出されなかっ
た。

• [Not Available]：監査ステータスは使用できない。

Audit Status

必要に応じて、アクセスポイントが属するブリッジグループの

名前を示します。

Bridge Group Name

全方向に接続したシスコデバイスを示します。CDP Neighbors

チャネルコントロールが自動かカスタムかを示します。Channel Control

Cisco無線がブロードキャストしているチャネルを示します。Channel Number

コントローラポートの数を示します。Controller Port

アクセスポイント間のホップカウントを示します。Node Hops

アクセスポイントの Power-over-Ethernetステータスを示しま
す。表示される値は次のとおりです。

• [Low]：イーサネットから供給されるアクセスポイントの
電力が低い。

• [Lower than 15.4 volts]：イーサネットから供給されるアク
セスポイントの電力が ?15.4 V未満。

• [Lower than 16.8 volts]：イーサネットから供給されるアク
セスポイントの電力が ?16.8 V未満。

• [Normal]：アクセスポイントの操作に十分な電力が供給さ
れている。

• [Not Applicable]：電源がイーサネットではない。

POE Status
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オプションカラム

このアクセスポイントのプライマリコントローラの名前を示し

ます。

Primary Controller

無線のMACアドレスを示します。Radio MAC

規制区域がサポートされているかどうかを示します。Reg. Domain Supported

アクセスポイントのシリアル番号を示します。Serial Number

スロット番号を示します。Slot

送信電力コントロールが自動かカスタムかを示します。Tx Power Control

送信電力レベルを示します。Tx Power Level

アクセスポイントが送受信できる状態になっている時間（日、

時間、分、秒）を示します。

Up Time

WLANのオーバーライドプロファイル名を示します。WLAN Override Names

WLANのオーバーライドがイネーブルかディセーブルかを示し
ます。各アクセスポイントは 16個のWLANプロファイルに限
定されます。各アクセスポイントは、WLAN override機能が有
効にされない限り、すべてのWLANプロファイルをブロード
キャストします。WLAN override機能によって、アクセスポイ
ントごとに 16個の任意のWLANプロファイルを無効にできま
す。

WLAN Override

メッシュアクセスポイントのメッシュ統計情報の表示

子メッシュアクセスポイントの認証の際、または子メッシュアクセスポイントの親メッシュア

クセスポイントへのアソシエートの際に、メッシュの統計が報告されます。

子メッシュアクセスポイントがコントローラからのアソシエートを解除すると、セキュリティの

エントリは削除され、表示されなくなります。

メッシュアクセスポイントに対して、次のメッシュセキュリティの統計が表示されます。

•ブリッジング

•キュー

•セキュリティ
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特定のメッシュアクセスポイントのメッシュ統計情報を表示する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 [Monitor] > [Access Points]の順に選択します。アクセスポイントの一覧が表示されます
[NewSearch]ボタンを使用しても、アクセスポイントの概要を表示できます。[NewSearch]オプ
ションを使用すると、表示されるアクセスポイントの基準をさらに定義できます。検索基準に

は、[APName]、[IP address]、[MACaddress]、[Controller IP orName]、[Radio type]、および [Outdoor
area]が含まれます。

（注）

ステップ 2 目的のメッシュアクセスポイントの [AP Name]リンクをクリックします。
タブ付きのパネルが表示され、選択したメッシュアクセスポイントの [General Properties]ページが表示さ
れます。

ステップ 3 [Mesh Statistics]タブをクリックします。3つのタブが付いた、[Mesh Statistics]パネルが表示されます。
[Mesh Statistics]タブとその下位のタブ（[Bridging]、[Queue]、[Security]）は、メッシュアクセス
ポイントに対してだけ表示されます。[Mesh Link Alarms]および [Mesh Link Events]リンクは、3
つのタブ付きパネルのそれぞれからアクセスできます。

（注）

Cisco Prime Infrastructureマップからでも、メッシュアクセスポイントの [Mesh Securities]パネ
ルにアクセスすることができます。パネルを表示するには、メッシュアクセスポイントラベル

の矢印部分をクリックします。

（注）

次の表では、ブリッジ、キュー、およびセキュリティの統計情報の概要とそれらの定義について説明して

います。

表 2：ブリッジメッシュ統計

説明パラメータ

メッシュアクセスポイントの役割。オプションは、

メッシュアクセスポイント（MAP）とルートアク
セスポイント（RAP）です。

Role

MAPまたはRAPがメンバーとなっているブリッジ
グループの名前。BGNでのメンバーシップの割り
当てを推奨します。割り当てられていない場合、デ

フォルトでは、MAPはデフォルトのBGNに割り当
てられます。

Bridge Group Name（BGN）

メッシュアクセスポイントの無線バックホール。Backhaul Interface

親の選択の状態。表示される値は、Seek、Scan、お
よびMaintです。Maintは、親の選択が完了すると
表示されます。

Routing State
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説明パラメータ

ネイバーから受信した不正な形式のパケットの数。

不正な形式のパケットの例には、不正な形式の

ショートDNSパケットや不正な形式のDNS応答と
いったトラフィックの悪意のあるフラッドがありま

す。

Malformed Neighbor Packets

信号対雑音比がバックホールリンクで12dB未満に
なった回数。

Poor Neighbor SNR

除外したネイバーメッシュアクセスポイントから

受信したパケットの数。

Excluded Packets

メモリ不足になった状態の数。Insufficient Memory

ネイバーメッシュアクセスポイントから受信した

ブロードキャストおよびユニキャストの要求数。

RX Neighbor Requests

ネイバーメッシュアクセスポイントから受信した

応答数。

RX Neighbor Responses

ネイバーメッシュアクセスポイントに送信したブ

ロードキャストおよびユニキャストの要求数。

TX Neighbor Requests

ネイバーのメッシュアクセスポイントに送信され

た応答の数。

TX Neighbor Responses

メッシュアクセスポイント（子）が別の親に移動

した回数。

Parent Changes

ネイバータイムアウト回数。Neighbor Timeouts

MAPとRAP間のホップカウント。値のリンクをク
リックすると、レポート内容の詳細やノードのホッ

プ値が更新される頻度を設定したり、レポートをグ

ラフィカルに表示したりできるサブパネルが表示さ

れます。

Node Hops
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表 3：キューメッシュ統計

説明パラメータ

定義された統計期間中に silver（ベストエフォー
ト）キューで待機していたパケットの平均および最

大数。ドロップされたパケットとキューサイズも

まとめて表示されます。

Silver Queue

定義した統計期間にgold（ビデオ）キューで待機し
ているパケットの平均数と最大数。ドロップされた

パケットとキューサイズもまとめて表示されます。

Gold Queue

定義した統計期間にplatinum（音声）キューで待機
しているパケットの平均数と最大数。ドロップされ

たパケットとキューサイズもまとめて表示されま

す。

Platinum Queue

定義した統計期間に bronze（バックグラウンド）
キューで待機しているパケットの平均数と最大数。

ドロップされたパケットとキューサイズもまとめ

て表示されます。

Bronze Queue

定義した統計期間に managementキューで待機して
いるパケットの平均数と最大数。ドロップされたパ

ケットとキューサイズもまとめて表示されます。

Management Queue

表 4：セキュリティメッシュ統計

説明パラメータ

選択したメッシュアクセスポイントとその親の間

で発生するアソシエーション要求のエラーの合計

数。

Association Request Failures

選択したメッシュアクセスポイントとその親の間

で発生する正常なアソシエーション要求の合計数。

Association Request Success

選択したメッシュアクセスポイントとその親の間

で発生するアソシエーション要求のタイムアウトの

合計数。

Association Request Timeouts

選択したメッシュアクセスポイントとその親の間

で発生する認証要求のエラーの合計数。

Authentication Request Failures
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説明パラメータ

選択したメッシュアクセスポイントとその親メッ

シュノードの間で発生する正常な認証要求の合計

数。

Authentication Request Success

選択したメッシュアクセスポイントとその親の間

で発生する認証要求のタイムアウトの合計数。

Authentication Request Timeouts

親メッシュアクセスポイントが選択した子メッシュ

アクセスポイントから受信する無効のアソシエー

ション要求の合計数。この状態は、選択した子が有

効なネイバーであっても、アソシエーションが許可

された状態にない場合に発生することがあります。

Invalid Association Request

親メッシュアクセスポイントが子から受信する無

効の再アソシエーション要求の合計数。この状況

は、子が有効なネイバーであるが、再アソシエー

ションに適した状態でないときに発生することがあ

ります。

Invalid Reassociation Request

親メッシュアクセスポイントが子から受信する無

効の再認証要求の合計数。この状況は、子が有効な

ネイバーであるが、再認証に適した状態でないとき

に発生することがあります。

Invalid Reauthentication Request

選択したメッシュアクセスポイントがセキュリティ

ネゴシエーションの際に受信したパケットの合計

数。

Packets Received

選択したメッシュアクセスポイントがセキュリティ

ネゴシエーションの際に送信したパケットの合計

数。

Packets Transmitted

選択したメッシュアクセスポイントとその親の間

で発生する再アソシエーション要求のエラーの合計

数。

Reassociation Request Failures

選択したメッシュアクセスポイントとその親の間

で発生する正常な再アソシエーション要求の合計

数。

Reassociation Request Success

選択したメッシュアクセスポイントとその親の間

で発生する再アソシエーション要求のタイムアウト

の合計数。

Reassociation Request Timeouts
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説明パラメータ

選択したメッシュアクセスポイントとその親の間

で発生する再認証要求のエラーの合計数。

Reauthentication Request Failures

選択したメッシュアクセスポイントとその親の間

で発生した正常な再認証要求の合計数。

Reauthentication Request Success

選択したメッシュアクセスポイントとその親の間

で発生した再認証要求のタイムアウトの合計数。

Reauthentication Request Timeouts

親メッシュアクセスポイントが子から受信する不

明のアソシエーション要求の合計数。不明なアソシ

エーション要求は、子が不明なネイバーメッシュ

アクセスポイントの場合によくみられます。

Unknown Association Requests

親メッシュアクセスポイントが子から受信する不

明の再アソシエーション要求の合計数。この状況

は、子メッシュアクセスポイントが不明なネイバー

であるときに発生することがあります。

Unknown Reassociation Request

親メッシュアクセスポイントノードがその子から

受信する不明の再認証要求の合計数。この状況は、

子メッシュアクセスポイントが不明なネイバーで

あるときに発生することがあります。

Unknown Reauthentication Request

メッシュネットワーク階層の表示

メッシュネットワーク内のメッシュアクセスポイントの親子関係を、移動が容易な画面に表示

できます。興味のあるメッシュアクセスポイントを選択するだけで [Map]ビューに表示するメッ
シュアクセスポイントのフィルタ処理をすることもできます。

選択したネットワークのメッシュネットワーク階層を表示するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [Monitor] > [Maps]を選択します。

ステップ 2 表示するマップを選択します。

ステップ 3 [Layers]矢印をクリックして、メニューを展開します

ステップ 4 [AP Mesh Info]チェックボックスがオンになっていない場合には、オンにします。
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[AP Mesh Info]チェックボックスは、メッシュアクセスポイントがマップ上に存在する場合に
のみ選択できます。メッシュ階層を表示するには、このチェックボックスをオンにする必要が

あります。

（注）

ステップ 5 [AP Mesh Info]矢印をクリックして、メッシュの親子階層を表示します。

ステップ 6 メッシュアクセスポイントの横に表示されたプラス記号（+）をクリックして、その子を表示します。
マイナス記号（-）が親メッシュアクセスポイントのエントリの横に表示されている場合には、すべての
下位メッシュアクセスポイントが表示されます。

ステップ 7 各メッシュアクセスポイントの子の横の色付きドットの上にカーソルを移動して、これとその親間のリ

ンクの詳細を表示します。表 5：ブリッジリンク情報, （24ページ）に、表示されるパラメータをまと
めています。

ドットの色は、SNR強度のクイックリファレンスポイントを示します。

•緑のドットは、SNRが高いことを表します（25dB以上）。

•黄のドットは、SNRが許容範囲内にあることを表します（20～ 25 dB）。

•赤のドットは、SNRが低いことを表します（20dB以下）。

•黒のドットは、ルートアクセスポイントを示します。

表 5：ブリッジリンク情報

説明パラメータ

情報を集めた日時Information fetched on

リンクの Signal to Noise Ratio（SNR）Link SNR

階層化されたリンク関係Link Type

アップリンクの Signal to Noise Ratio（dB）SNR Up

ダウンリンクの Signal to Noise Ratio（dB）SNR Down

リンクのパケットエラー率PER

親として動作する際のノードに対するTXパケットTx Parent Packets

親として動作する際のノードに対するRXパケットRx Parent Packets

最後のハローの日時Time of Last Hello
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メッシュフィルタを使用したマップ画面およびメッシュリンクの修

正

メッシュ階層のページでは、ホップ値およびメッシュリンクに表示するラベルに基づいて、マッ

プ上に表示するメッシュアクセスポイントを決定するメッシュフィルタも定義できます。

メッシュアクセスポイントとそのルートアクセスポイント間のホップカウントによって、メッ

シュアクセスポイントがフィルタ処理されます。

メッシュフィルタリングを使用する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 メッシュリンクのラベルおよび色の表示を変更する手順は、次のとおりです。

[Mesh Parent-ChildHierarchicalView]で、[Link Label]ドロップダウンリストからオプションを選択します。
オプションは、[None]、[Link SNR]、および [Packet Error Rate]です。

[Mesh Parent-ChildHierarchicalView]で、[LinkColor]ドロップダウンリストからオプションを選択し、マッ
プのメッシュリンクの色を決定するパラメータ（[Link SNR]または [Packet Error Rate]）を定義します。

リンクの色は、SNR強度またはパケットエラー率のクイックリファレンスポイントを示しま
す。

（注）

表 6：SNR およびパケットエラー率のリンクの色の定義

パケットエラー率（PER）リンク SNRリンクの色

PERが 1%以下であることを表します。SNRが25dBを超えている（高い値）ことを
表します。

緑

PERが 1%より大きく 10%未満であること
を表します。

SNRが 20～ 25 dB（許容値）であることを
表します。

オレンジ

PERが 10%より大きいことを表します。SNRが20dBを下回っている（低い値）こと
を表します。

赤

リンクのラベルおよび色の設定は、ただちにマップ上に反映されます。SNRと PERの両方の値
を同時に表示することができます。

（注）

ステップ 2 メッシュアクセスポイントとその親との間のホップカウントに基づいて、表示するメッシュアクセスポ

イントを変更する手順は、次のとおりです。

[Mesh Parent-Child Hierarchical View]で、[Quick Selections]ドロップダウンリストをクリックします。

適切なオプションをリストから選択します。
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表 7：[Quick Selections] オプション

説明パラメータ

マップビューにルートアクセスポイントだけを表

示したい場合は、この設定を選択します。

Select only Root APs

説明パラメータ

マップビューに 1番めのホップだけを表示したい
場合は、この設定を選択します。

Select up to 1st hops

マップビューに 2番めのホップだけを表示したい
場合は、この設定を選択します。

Select up to 2nd hops

マップビューに 3番めのホップだけを表示したい
場合は、この設定を選択します。

Select up to 3rd hops

マップビューに 4番めのホップだけを表示したい
場合は、この設定を選択します。

Select up to 4th hops

マップビューにすべてのアクセスポイントを表示

したい場合は、この設定を選択します。

Select All

[Update Map View]をクリックして画面を更新し、選択したオプションでマップビューを再表示します。

マップビュー情報は Cisco Prime Infrastructureデータベースから取得され、15分おきに更新され
ます。

（注）

メッシュ階層ビューで、メッシュアクセスポイントのチェックボックスをオンまたはオフに

し、表示するメッシュアクセスポイントを変更することもできます。子アクセスポイントを表

示するには、ルートアクセスポイントへの親アクセスポイントを選択する必要があります。

（注）
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ワークグループブリッジのモニタリング
ワークグループブリッジ（WGB）クライアントを個別にモニタできます。

ステップ 1 Cisco Prime Infrastructure GUIで、[Monitor] > [WGBs]を選択します。

図 7：[Monitor] > [WGBs]
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ステップ 2 [WGB Clients]タブをクリックして、WGBクライアントの概要を表示します。

図 8：[Monitor] > [WGBs] > [WGB Clients] パネル

WGB 有線クライアントに対する複数の VLAN および QoS サポート
WGBは小型のスタンドアロンユニットであり、イーサネット対応デバイス向けの無線インフラ
ストラクチャ接続を提供します。無線ネットワークに接続するためにワイヤレスクライアントア

ダプタを備えていないデバイスは、イーサネットポート経由でWGBに接続できます。WGBは無
線インターフェイスを介してルート APに関連付けられます。これは、有線クライアントが無線
ネットワークにアクセスできることを意味します。

この機能は、WGBの背後にあるスイッチに接続されている異なるデバイスで実行中のさまざまな
アプリケーション用の VLANに基づきトラフィックの分離を行います。WGBクライアントから
のトラフィックは、DSCP/dot1p値に基づきメッシュバックホール内の正しいプライオリティ
キューに送信されます。

Unified CAPWAPインフラストラクチャとの相互運用性のためのWGBとして使用されている
Autonomousアクセスポイントに特別な Autonomousイメージが必要です。このイメージは、
次の正式な Autonomousリリースとマージされます。

（注）

WGBは、IAPPアソシエーションメッセージ内の有線クライアント VLAN情報についてWLCに
通知します。WGBはパケットから 802.1Qヘッダーを削除すると同時にパケットをWLCに送信
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します。WLCは 802.1Qタグのない状態でWGBにパケットを送信し、WGBは、宛先MACアド
レスに基づき有線スイッチに送信されるパケットに 802.1Qヘッダーを追加します。

WLCはWGBクライアントを VLANクライアントとして扱い、送信元MACアドレスに基づき正
しい VLANインターフェイスにパケットを転送します。

workgroup-bridge unified-VLAN-clientコマンドを入力して、WGBで複数の VLANサポートのため
にWGBUnified Clientをイネーブルにする必要があります。このWGBUnified Clientは、デフォル
トではディセーブルです。

有線クライアントが接続されるスイッチポート上の VLANに対応するWGBにサブインターフェ
イスを設定する必要があります。

ワークグループブリッジのガイドライン

WGBを設定する場合は、次のガイドラインに従います。

• WGBに設定されている各 VLANのコントローラに動的インターフェイスを作成する必要が
あります。

• WGBとアクセスポイントインフラストラクチャの無線アソシエーションには 1つのWLAN
（SSID）のみサポートされています。この SSIDはインフラストラクチャ SSIDとして設定
し、ネイティブ VLANにマッピングする必要があります。WGBは、メッシュインフラスト
ラクチャ内のネイティブ VLAN内にないものはすべてドロップします。

• WLC、WGBに接続するスイッチ、およびWGBの背後にあるスイッチには、同じネイティ
ブ VLANを設定することを推奨します。

WGBイーサネット側のすべてのネイティブVLANクライアントは、WGBが関連付けられて
いる同じ VLANの一部です。WGBは、WGBが関連付けられているWLANがマップされて
いる VLANの一部です。

たとえば、WGBで5GHz無線（dot11radio 1）がネイティブVLAN184にマップされていて、
WGBの背後のスイッチには VLAN 185および 186にのみ有線クライアントがある場合、ネ
イティブ VLANがWGB上のネイティブ VLAN（VLAN 184）と同一である必要はありませ
ん。

しかし、VLAN 184に有線クライアントを 1つ追加し、WGB内のこの VLANクライアント
がネイティブ VLANに属している場合、スイッチに同じネイティブ VLANを定義する必要
があります。

•この機能では、WGBの背後にあるVLANクライアントのサブネット間のモビリティがサポー
トされていますが、WGBのすべての VLANの動的インターフェイスをすべてのコントロー
ラに設定する必要があるという制限があります。

• VLAN-pooling機能との相互運用性はサポートされていません。VLAN-pooling機能がイネー
ブルの場合、WGBとそのネイティブ VLANクライアントが同じ VLANの一部になります。

• WGBクライアントの AAA-overrideはサポートされていませんが、WGBの AAA-overrideは
サポートされています。
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• WGB VLANクライアントにはレイヤ 3マルチキャストのみサポートされており、レイヤ 2
マルチキャストはサポートされていません。

• WGB内のクライアント数には 20の制限があります（無線クライアントを含む）。

• WGB有線クライアントのリンクテストはサポートされていません。

• WGBの背後にある無線および有線クライアントのローミングがサポートされています。

• WGBの背後にある有線クライアントのマルチキャストがサポートされています。

•ブロードキャストがサポートされています。

• Cisco以外のワークグループブリッジは、メッシュアクセスポイントでサポートされます。

VLAN および QoS サポートの設定（CLI）
次の例では、VLAN 184および 185は、WGBの背後の有線スイッチ上にあります。WGBのネイ
ティブVLANは 184です。SSIDはネイティブVLAN 184にマップされている自動WGBです。無
線 1（5 GHz）無線は、この SSIDを使用して CAPWAPインフラストラクチャに接続するために
使用されます。

ap#config t
ap(config)#workgroup-bridge unified-VLAN-client
ap(config)#int FastEthernet0.184
ap(config-subif)#encapsulation dot1q 184 native
ap(config-subif)#bridge-group 1
ap(config-subif)#exit
ap(config)#int FastEthernet0.185
ap(config-subif)#encapsulation dot1q 185
ap(config-subif)#bridge-group 185
ap(config-subif)#exit
ap(config)#int Dot11Radio 1.185
ap(config-subif)#encapsulation dot1q 185
ap(config-subif)#bridge-group 185
ap(config-subif)#exit
ap(config)#int Dot11Radio 1.184
ap(config-subif)#encapsulation dot1q 184 native
ap(config-subif)#bridge-group 1
ap(config-subif)#exit
ap(config)#dot11 ssid auto-wgb
ap(config-ssid)#authentication open
ap(config-ssid)#infrastructure-ssid
ap(config-ssid)#VLAN 184
ap(config-ssid)#exit
ap(config)#int Dot11Radio 1
ap(config-if)#station-role workgroup-bridge
ap(config-if)#ssid auto-wgb
ap(config-if)#exit
ap(config)#bridge irb
ap(config)#hostname WGB

bridge irbコマンドは、他のよりハイエンドなプラットフォームからのAutoAPコードが保持され
ている、Integrated Routing and Bridgingをイネーブルにするために使用されます。
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前述の設定を機能させるには、WLCに動的インターフェイス 184および 185を設定する必要があ
ります。WGBは、IAPPアソシエーションメッセージ内の有線クライアントVLAN情報について
WLCを更新します。WLCはWGBクライアントをVLANクライアントとして扱い、送信元MAC
アドレスに基づき正しいVLANインターフェイスにパケットを転送します。アップストリーム方
向では、WGBはパケットから 802.1Qヘッダーを削除すると同時にパケットをWLCに送信しま
す。ダウンストリーム方向では、WLCは 802.1Qタグのない状態でWGBにパケットを送信し、
WGBは、宛先MACアドレスに基づき 802.1Qヘッダーを追加し、有線クライアントに接続する
スイッチにパケットを転送します。

ワークグループブリッジの出力

次のコマンドを入力します。

WGB#sh bridge
Total of 300 station blocks, 292 free
Codes: P - permanent, S - self

Bridge Group 1:

TX countRX countAgeInterfaceActionAddress

020Fa0.184forward0023.049a.0b12

0210Fa0.184forward0016.c75d.b48f

161100Fa0.184forward0021.91f8.e9ae

22230Vi0.184forward0017.59ff.47c2

6180Fa0.184forward0021.5504.07b5

060ViO.184forward0021.1c7b.38e0

Bridge Group 185:

0100Fa0.185forward0016.c75d.b48f

090Fa0.185forward001e.5831.c74a
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コントローラの WGB の詳細
コントローラに関するWGBの詳細を表示するには、次のコマンドを入力します。

(Cisco Controller) > show wgb summary
Number of WGBs................................... 2

ClientsProtocolAuthWLANStatusAP NameIP AddressMAC Address

2802.11aYes2Assocc1240209.165.200.22500:1d:70:97:bd:e8

5802.11aYes2Assocc1240209.165.200.22600:1e:be:27:5f:e2

Cisco Controller) > show client summary
Number of Clients................................ 7

WiredPortProtocolAuthWLAN/Guest-LanStatusAP NameMAC Address

No29N/AYes1AssociatedR1400:00:24:ca:a9:b4

No29802.11aYes1AssociatedR1400:24:c4:a0:61:3a

No29802.11aYes1AssociatedR1400:24:c4:a0:61:f4

No29802.11aYes1AssociatedR1400:24:c4:a0:61:f8

No29802.11aYes1AssociatedR1400:24:c4:a0:62:0a

No29802.11aYes1AssociatedR1400:24:c4:a0:62:42

No29802.11aYes1AssociatedR1400:24:c4:a0:71:d2

(Cisco Controller) > show wgb detail 00:1e:be:27:5f:e2
Number of wired client(s): 5

AuthWLANMobilityAP NameIP AddressMAC Address

No2Localc1240Unknown00:16:c7:5d:b4:8f

Yes2Localc1240209.165.200.23200:21:91:f8:e9:ae

Yes2Localc1240209.165.200.23400:21:55:04:07:b5

Yes2Localc1240209.165.200.23600:1e:58:31:c7:4a

No2Localc1240Unknown00:23:04:9a:0b:12
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WGB_1#sh ip int brief

ProtocolStatusMethodOK?IP AddressInterface

upupDHCPYES209.165.200.225BVI1

downadmindownunsetYESunassignedDot11Radio0

upupTFTPYESunassignedDot11Radio1

upupotherYESunassignedDot11Radio1.184

upupunsetYESunassignedDot11Radio1.185

upupotherYESunassignedFastEthernet0

upupunsetYESunassignedFastEthernet0.184

upupunsetYESunassignedFastEthernet0.185

upupTFTPYESunassignedVirtual-Dot11Radio0

upupunsetYESunassignedVirtual-Dot11Radio0.184

upupunsetYESunassignedVirtual-Dot11Radio0.185

トラブルシューティングのヒント

WGBクライアントがWGBと関連付けられていない場合は、これらのヒントを参照して問題をト
ラブルシューティングします。

• WGB上に設定されているネイティブVLANは、WGBが接続されているスイッチ上のVLAN
と同じである必要があります。WGBに接続されるスイッチポートはトランクである必要が
あります。

•クライアントの設定を確認し、クライアントの設定が正しいことを確認します。

• Autonomous APでの show bridgeコマンドの出力を確認し、その APが正しいインターフェイ
スでクライアントMACアドレスを読み取っていることを確認します。

•特定のVLANに対応するサブインターフェイスおよび異なるサブインターフェイスがブリッ
ジグループにマップされていることを確認します。

• WGBは、背後のスイッチポートをそのMACアドレステーブル内のクライアントとして読
み取ります。

•必要に応じて、clear bridgeコマンドを使用してブリッジエントリをクリアします（このコマ
ンドは、WGBと関連付けられているすべての有線および無線クライアントを削除し、それ
らのクライアントを再度関連付けることを忘れないでください）。
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• WGBで 20クライアントの制限が超えていないことを確認します。

AP の [Last Reboot Reason] の表示
Cisco Prime Infrastructureでは、アクセスポイントの詳細ページ（[Monitor] > [Access Points] > [AP
Name]）の [General]パネルで最近実行されたリブートの理由を報告します。

[Last Reboot Reasons]の概要とその定義は、次のとおりです。

• none：アクセスポイントがリブートの理由が不明であることをコントローラに報告しました

• dot11gModeChange：802.11gモードの変更が発生しました

• ipAddressSet：静的 IPアドレスの設定

• ip AddressReset：静的 IPアドレスのリセット

• rebootFromController：アクセスポイントのリブートがコントローラから開始されました

• dhcpFallbackFail：DHCPへのフォールバックが発生しませんでした

• discoveryFail：検出が送信されませんでした

• noJoinResponse：接続応答が受信されませんでした

• denyJoin：コントローラでの接続の試みが拒否されました

• noConfigResponse：設定応答が受信されませんでした

• configController：設定済みまたはマスタコントローラが検出されました

• imageUpgrade Success：イメージのアップグレードが成功しました

• imageOpcodeInvalid：無効なイメージデータのオペレーションコード

• imageCheckSumInvalid：無効なイメージのMD5チェックサム

• imageDataTimeout：イメージデータのメッセージがタイムアウトしました

• configFileInvalid：無効な設定ファイル

• imageDownloadError：イメージのダウンロード中のプロセスエラー

• rebootFromConsole：リブートコマンドが APコンソールから開始されました

• rapOverAir：ルートアクセスポイント（RAP）が無線接続されました

• brownout：電源障害が原因でリブートが開始されました

• powerLow：低電力が原因でリブートが開始されました

• crash：ソフトウェア障害が原因でクラッシュが発生しました

• powerHigh：出力スパイクが原因でリブートが開始されました

• powerLoss：電力損失が原因でリブートが開始されました
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• powerCharge：電源の変更が原因でリブートが開始されました

• componentFailure：コンポーネントの障害が原因でリブートが開始されました

• watchdog：ウォッチドッグタイマーが原因でリブートが開始されました
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